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いり骨幣を鍾鬱ける亨鵜を書きをさい。

ミグ）次の庁1郎二ついて苓芳よ。

7カ月女児．も下脾部と諒梓部の波線二韓親が気付き近匹立番、舷盤内鰐綾の詳いにてヨ科

に紹介となった稟㍍時、陣無血上の皮后の発赤・痘鵬を認め、また鰐より庇の折世を認め

た瞥腹部Gtでは講と血塗の脾綾に違絵性が好われたV手術で腹蝶凛鰐の請出を試みたナこ

ろ、綾軒嵐慶庵であり、看病諏廉に諾！ケr顔と追給する霧孔を形成していたu臍下部にか

切開を追加し牒川越線乱的能緯勘掴絹柁あるe木偶のように臍炎より爺動脈恵を介し

て舷重文虎を形成した龍三は樽U

毘　さ引r進吾了した填食、正広ほどの弓箭に形成されると應えられるかッ禄蓼を含めて説

酵敵将抑賢巨五線酪垂離凄郎迄－

く引金陰部の蝦剖が進み、尿鋳葬料広を梅で挟むことがごきたという条件で、骨儀

隅換、内m熱論を触診登るやり力を説明しなさい。

関東酬紅フ坤薄縁粧射二痛机ヾ偉観痛嘆功る一
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り　図　のCT画像で骨噸病院はどれか、矢印で示しな約ヽ許そう判断した椴拠声
g
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